
2017 年 5 月吉日 
 森と海の自然科 活動案内 「川と街道を訪ねて－No.2」 

琵琶湖博物館見学と草津川・草津宿散策 
 

今回の「里・川」は「川と街道を訪ねて－NO.2」として、琵琶湖の「環境、歴史、自然」について琵琶

湖博物館で勉強するとともに、旧草津川跡地公園、付け替えられた新草津川、伯母川を観察、あわせて東海

道・中山道分岐点の宿場「草津宿」について見聞を広めたいと思います 
参考資料：（財）琵琶湖・淀川水質保全機構発行のガイドブック「赤野井湾と流入河川」 
     ＨＰ http://www.byq.or.jp/shuppan/ryuikibook/pdf/12_Akanoiwan.pdf 
   をご覧ください （あわせて同保全機構の他の琵琶湖沿岸地域・河川の案内パンフもどうぞ） 

＜里川担当Ｇ＞ 
 

１：日  時  平成 29 年 5 月 18 日（木） 
２：集合場所  9 時 15 分：ＪＲ草津駅   9 時 30 分のびわこ博物館行近江鉄道バスに乗ります 
                      バスは片道 430 円（カードは使えません） 

 ３：持ち物   弁当、飲み物、雨具、 等  
 ４：参加費  ：森海科補助（琵琶湖博物館入館 750 円／人、草津宿本陣入館 240 円／人 

草津宿案内ボランティア交通費 1000 円） 
 ５：目的地   琵琶湖博物館、新旧草津川、草津宿本陣 
 ４：行  程   

JR 草津駅西口 2 番乗場 9：30 発近江鉄道バス ⇒ 10：00 琵琶湖博物館 （昼食） 
⇒ 12：59 発近江鉄道バス草津駅西口行 ⇒ 13：25 草津駅（草津駅でボランティアガイド合流） 
⇒ 14：00 旧草津川（東海道草津宿高札場跡）草津川緑地（天井川を確認） 
⇒ 14：30 草津宿本陣 ⇒ 街道を散策 ⇒ 立木神社（伯母川） ⇒ 矢倉橋（新草津川） 
⇒ 15：30 太田酒造見学試飲 ⇒ 16：30 街道交流館で自由解散 ⇒ 各自草津駅へ 
 

参考 ＪＲ草津駅発 新快速 16：51 発 播州赤穂行き 大阪 17：42 着 片道 1140 円（65ｋｍ） 
            17：06 発 姫路行き   大阪 17：57 着 
            17：20 発 姫路行き   大阪 18：13 着 
琵琶湖博物館では入口前で整列集合してください（団体客は生徒さんあつかいです） 
前日夕刻に人数確認をするそうですので前々日までに出欠を確定（連絡）してください 
雨天の場合の弁当は館外の「うみっこ広場（屋根付き）」です。雨でなければテラス、庭などでＯＫ 
当日は先約で団体予約が入っており館内レストランの予約はできませんでした（個人利用はＯＫ） 
ただし、うどん定食で 1200 円、近江御膳 1630 円、バスの天ぷら 550 円（単品 2～3 切れ）など 
博物館は Ａ展示室：琵琶湖のおいたち（古琵琶湖、ゾウが居た頃の森など） 

 Ｂ展示室：人と琵琶湖の歴史（縄文時代から蒸気船まで 湖底の粟津貝塚など） 
 Ｃ展示室：琵琶湖と暮らし 生き物、人と自然の関わり、昭和 30 年代と今の暮らし など 
 水族展示室：バイカルアザラシ（目玉）、チョウザメ、琵琶湖の魚 など 

Ａ～Ｃ～水族の順番に見た方が理解がしやすいようです 各室 30～40 分を目安にどうぞ 
図書室に質問コーナー（当日の担当学芸員は水生哺乳類専門の松岡さん バイカルアザラシ飼育） 

 
午後は博物館発 12：59 のバスで草津駅に戻り、観光ボランティアガイドさんと合流、草津宿、旧草津

川（天井川）の河川敷を利用した公園（整備されたばかり）、草津宿本陣、小河川の伯母川、琵琶湖総

合開発で付け替えられた新草津川を見て、大田道灌の子孫が始めた太田酒造で見学試飲、街道交流館

で草津名物お土産など物色、自由解散で草津駅へという予定です 
 
なお、バス便が少ないので 
博物館行きのバス（草津駅西口 2 番乗場 9：30 発）と 
博物館発の バス（草津駅西口行き 12：59 発） には遅れないようにお願いします 
別紙の資料にも目を通しておいてください 

以上    


